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研究成果の概要（和文）：重症患者（循環器系疾患患者）を対象とした摂食嚥下機能に応じたプログラム作成に
際し、調査項目に関する有効な英語論文は十分とはいえない状況である。本プロジェクトの研究遂行内容に関す
る有識者による具体的な話し合いを踏まえ、より質の高い臨床実践プログラム作成に向けて、第一段階のプレ調
査、ならびに調査の不足項目の把握と必要項目の選定を臨床的な視点から行うことが重要であることが確認され
た。循環器系（外科、内科）の有識者や先進的医療を提供している高度実践者から情報を得ることが必要と考え
た。米国の視察なども踏まえ、循環器系疾患を有する患者への医療体制として必要となる要因について定性的に
把握した。

研究成果の概要（英文）：When creating a program for critically ill patients (patients with 
cardiovascular diseases) according to their feeding and swallowing functions, the number of valid 
English-language articles on the survey items is still insufficient. Based on the specific 
discussions among the experts on the content of this project, it was confirmed that it is important 
to conduct a pre-survey　in the first phase, as well as to identify missing survey items and select 
necessary items from a clinical perspective, in order to create a clinical practice program of 
higher quality. It was considered necessary to obtain information from experts in the cardiovascular
 system (surgery and internal medicine) and advanced practitioners providing advanced medical care. 
Based on visits to the  USA, we gained a qualitative understanding of the factors that are necessary
 for a medical system of patients with cardiovascular diseases.

研究分野：成人看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
重症患者（循環器系疾患患者）を対象とした摂食嚥下機能に応じたプログラム作成に際し、有識者による具体的
な話し合いを行い、課題の抽出を遂行した。より質の高い臨床研究の実装を目指して、先行研究の確認、調査の
不足項目の把握と必要項目の選定を臨床的な視点から行ってきた。アウトカムや関連要因の設定の難易度が高
く、循環器系（外科、内科）の有識者や先進的医療を提供している高度実践者から情報を得ながら、医学的視点
と看護実践の視点から方法論を検討してきた。米国視察なども踏まえ、循環器系疾患患者への医療体制を広く把
握し、慎重に研究のデザインを練ってきた。概ね研究の骨格を形作り、具体的な調査に向けての準備を整えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
重症患者の摂食嚥下障害に関する研究は、国内外ともに近年になって取り組まれるようにな
った状況で、嚥下障害（咽頭期障害）の回復、つまり誤嚥、誤嚥性肺炎予防のための早期開始の
リハプログラム開発やその介入効果を示した系統的研究は、国内外にほとんど見られない。摂食
嚥下障害は、先行期、準備期、口腔期、咽頭期、食道期の 5期のそれぞれに特有の原因・ 
症状が存在するが、経口摂取開始の判断を行うためには、①全身状態（高次脳機能、呼吸・循環
等）、②咽頭期、③嚥下機能の関連症状の評価等が臨床上重要である（日本老年看護学会, 2008）。
また、全身状態には、重篤な心肺合併症等、状態の安定性、脳血管病変や障害の著しい悪化・進
行の有無等があげられ、疾患が急性期、重症な場合には基礎疾患に対する重症管理･対応も重要
となる。咽頭期障害は、直接死因となる誤嚥、誤嚥性肺炎につながる可能性が高く、疾患の重症
度は医療介入としての全身・摂食嚥下リハ、訓練のメニュー選択にも影響することから、重症度、
全身状態、咽頭期等の適切な評価、そして診断・治療、日常生活支援等を包括的・継続的に医療
提供し、患者等の QOLを向上するための効果効率的な医療アプローチが必要と考える。日本の
全国悉皆横断調査では、病院での摂嚥下障害率は約 16%、その中で誤嚥性肺炎の発症率は約 
10％（千葉他, 2006）、2014年は 12%（千葉他, 2015）で、摂食嚥下リハの対象数が減少してい
ると言い難い。摂食嚥下障害を有する入院患者の中で、意識レベルが清明でない者が約 1/3、咳
反射（誤嚥徴候）の出現は 6割以上、日常生活レベルの低い者が８割超で、2012年に実施した
摂食嚥下障害看護認定看護師を対象とした脳血管障害患者の調査では、入院患者の全身状態が
経口摂取開始に影響し、その後の摂食嚥下訓練を含む多岐に及ぶケアに影響していた（千葉他,
未発表）。これまで集中治療室等の重症疾患患者の基礎疾患や摂食嚥下障害ケア、フォローアッ
プを組み合わせた Mixed Care Intervention によって退院後の死亡率の減少等が示されている
が（Middileton et al., 2011, Camaby, et al., 2006）、より専門的な介入が重要である（Goldman, 
et al., 2014）。 
重症入院患者の摂食嚥下障害の機能回復に関する影響要因（疾患の重症度、状態等）を精査す
るとともに、患者の状態別に早期開始のリハプログラムを作成し、介入効果を検証した国内外の
大規模研究は見られない。本調査は、成人・高齢の重症患者への経口摂取開始に向けた包括的ア
プローチの整備を目的としており、日本の急務の課題と考える。 
 
２．研究の目的 
重症患者に対する誤嚥性肺炎発症予防には、循環・呼吸管理、医療処置、機能評価等の専 
門知識や技術を必要としており、これら医療者の介入技術を前提として課題抽出と解決の糸口
を見出すことが、より効果的な介入プログラムづくりに役立つと考える。申請者は経年的に誤嚥
性肺炎の発症に関する要因の特定化を試みてきており、医療の質保証に不可欠なHuman Factor
として咽頭期の機能評価の理解と実践によって、誤嚥性肺炎の新規発生が軽減されることを確
認した（千葉,2012）。臨床では、重症心不全の患者や術後反回神経麻痺等の患者等、重度疾患を
有する患者に対する経口摂取開始のためのアプローチの整備とその効果検証は、国内外ともに
体系化されていない。また、近年になってリハによって循環器、内分泌、筋等へ影響が及ぶこと
が生物学的なレベルで証明されてきており（後藤, 2009）、創部治癒の炎症期が終了する１週間
までに何等かの形で早期リハを開始することは、全身、摂食嚥下機能の回復（あるいは、廃用予
防）等に意義があると考える。 
本課題の内容は、国内外でも今後、発展させる必要性のある内容で、高齢化の進む日本におい
ては、摂食嚥下障害の対象者は増加することが考えられる。重症疾患を有する成人・高齢患者の
予後は不良で、摂食嚥下の回復、修復の過程を促進する早期リハの具体的方法論を見出すことは、
患者の機能回復、QOL向上の点で、急速な対応が求められる課題と考える。これまでの研究代
表者の研究から得られた知見や国内外の文献を踏まえながら、①循環器疾患等の重篤な状態に
ある成人・高齢患者の全身（高次脳、循環・呼吸等）及び摂食嚥下状態に応じた嚥下機能回復の
ための課題や要因を見出し、②これらの課題を解消すべく患者の状態を分類し､その別に早期開
始のリハビリテーションプログラムを開発し､介入効果に関する検証を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究では、①循環器疾患等の重篤な状態にある成人・高齢患者の全身（高次脳、循環・呼吸
等）及び摂食嚥下の状態に応じた嚥下機能回復に関わる課題や要因を見出すとともに、②これら
の課題を解消すべく患者の状態を分類し、その別に早期開始のリハビリテーションプログラム
を開発し、介入効果に関する検証を行う。特に重症患者における摂食嚥下障害、経口摂取開始等
に向けて基礎疾患発症に伴う対応とともに、背景要因や介入負荷などを考慮する。 
 
（1）文献検索  
文献検索は、1）重症患者の定義づけのための文献レビューを丁寧に行い、意味のある高次脳、
循環・呼吸等の生理学的指標や臨床所見の整理を行う。特に基礎疾患の治療等に伴って生じる治
療・ケア、及び摂食嚥下の関連所見等を抑える。これらの作業の際には、血液データ（ドーパミ



ンを測定するホモバニリン酸：HVA等）や尿検査等の重要な検査指標も同時に把握・整理する。 
2）全身・摂食嚥下リハ内容（特に神経・筋等）に関する重要項目を文献から整理する。特に負
担 度や頻度、及び効果等に着眼し、より低侵襲で実施可能（脱落が少ない）な内容を見極める。  
 
（2）患者対象調査  
【対象】 
 ・患者：重症入院患者とは誤嚥リスクの高い全身状態（高次脳・呼吸・循環等）や摂食嚥下機
能の低下している患者で､重度心疾患、重度呼吸器疾患、循環器疾患の手術後、長期非経口摂取
（挿管）患者等の患者とする。先ず、どういう課題があるかを事例的に予備調査し、さらに、文
献レビューや医療の必要度、難易度、専門家の意見等から、調査すべき優先的な基礎疾患を絞る。
対象数は分析可能対象数と考え、1疾患 100名程度を目安とする。  
・病棟：病棟の管理者に病棟調査を行う。  
【施設】 
東京・神奈川県等の大規模急性期病院の複数施設で Intensive Care Unit（ICU）（集中治療
室）・High Care Unit(HCU・準集中治療室)、循環器・呼吸器などの外科系病棟、緩和ケアを必
要とする 内科病棟等。  
【方法】 
各病棟で、重症、かつ摂食嚥下障害を有する患者抽出を行うとともに、患者の基礎疾患に伴う 
全身状態（栄養状態を含む）、摂食嚥下機能（特に咽頭期）状態、臨床評価等を確認し、早期リ
ハを要する摂食嚥下障害患者を選定する。さらに、特定された対象者に対して、全身・摂食嚥下
機能の詳細な事項を把握し、必要項目についてモニタリングする。これらの調査の効果指標は、
帰結、臨床指標（体重の増減、栄養状態等）、生理学的指標等とする。この調査の際、経口摂取
開始となった条件やタイミングについて「摂食嚥下開始の判断基準項目」に照らし合わせて経過
を確認する。また、患者調査期間中の各病棟の概要（ベッド数、入院患者数）、咽頭期障害者数、
誤嚥性肺炎、誤嚥性肺炎以外の肺炎の発症数等を確認する。  
【内容】  
基礎疾患（重症度、各疾患の中で診断基準がある場合には、その内容を確認）、既往歴、年齢・ 
性別、摂食嚥下に関連する薬剤、認知症レベル、Activities of Daily Living（ADL）、バイタル 
サインズ、体重、Body Mass Index（BMI）、簡易栄養状態評価表（MNA）、アルブミン値、炎
症反応などの血液、尿検査データ、摂食嚥下障害機能評価項目（RSST、MWST、FT、ビデオ嚥
下造影・ビデオ内視鏡、リハ訓練内容等）のデータを収集する。分析は、「経口摂取開始」まで
と「経口摂取開始」から 1週間までの毎日の経過を定量的・定性的に分析する。また、退院まで
の期間、帰結内容等を確認する（文献レビュー後に項目を変更することがある）。  
【分析】  
分析時の従属変数は、先に述べた効果指標とする。定性的分析については、整理をした後、デ 
ルファイ、あるいは内容分析を実施する。定量的分析には、SPSSver22.0を用いる。 
 
①系統的な医療介入のための早期リハプログラム作成 
文献レビュー、及び先行調査結果等を踏まえて早期リハプログラムを作成する。リハプログラ
ムには、重症患者のうち、摂食嚥下障害（特に咽頭期障害）を選定するための基準設定から、全
身・摂食嚥下機能、経口摂取の希望等の詳細項目の結果を踏まえたリハプログラムの組み合わせ
（マトリックス）を作成し、各々のリハプログラムの具体的な内容を明らかにし、最終的にリハ
介入のためのプログラムを完成させる。臨床での専門領域（循環器、呼吸器、消化器、耳鼻咽喉、
リハビリテーション関連）の医師、歯科医師、認定看護師、言語聴覚士等の多職種の有識者の意
見を反映し、精選する予定である。  
 
②患者対象の介入調査  
【対象】  
・患者：前回調査と同様の対象とする。 
・病棟：病棟の管理者に病棟調査を行う。  
【施設】 
東京・神奈川県等の大規模急性期病院の複数施設で Intensive Care Unit（ICU）（集中治療
室）・ High Care Unit(HCU・準集中治療室)、循環器・呼吸器などの外科系病棟、緩和ケアを必
要とする内科病棟等。  
【方法】各病棟で、①重症患者で摂食嚥下障害を有する患者抽出をこれまでの作業に基づき、通
常の医療介入群と開発されたリハプログラムを用いた医療介入群とで、実践内容、患者指標等に
ついて比較検討する。 
【内容】  
基礎疾患（重症度、各疾患の中で判断基準がある場合には、その内容を確認）、既往歴、年齢・ 
性別、認知症、ADL（Activities of Daily Living）、バイタルサインズ、摂食嚥下障害機能評価 
項目、体重、Body Mass Index(BMI）、簡易栄養状態評価表（MNA）、アルブミン値、炎症反応
などの血液、尿検査データ、摂食嚥下障害機能評価項目（RSST、MWST、FT、ビデオ嚥下造影・
ビデオ内視鏡、リハ訓練内容等）のデータを収集する。分析は、「経口摂取開始」までと「経口



摂取開始」から 1週間までの毎日の経過を定量的・定性的に分析する。また、退院までの期間、
帰結内容等を確認する（平成 29-30年度までに実施する調査結果に基づき変更する可能性あり）。
さらに、患者調査期間中の各病棟の概要（ベッド数、入院患者数）、咽頭期障害者数、誤嚥性肺
炎、誤嚥性肺炎以外の肺炎の発症数等を確認する。  
【分析】分析時の従属変数は、同様の効果指標とする。定性的分析については、整理をした後、
デルファイ、あるいは内容分析を実施する。定量的分析には、SPSSver22.0を用いる。 
 
４．研究成果 
（1）文献検索  
調査項目に関する有効な英語論文が十分でないことを受けて、文献レビューを経年的に進め
てきた。さらに、研究デザインについての有識者による具体的な話し合いの場を設け、研究遂行
上の課題の洗い出しを行った。より質の高い臨床実践プログラム作成に向けて、第一段階のプレ
調査の必要性、ならびに調査の不足項目の把握と必要項目の選定を臨床的な視点から行うため
に、有識者と高度実践者から情報を得ることが必要と考えた。そこで、先進的医療の一つである
心臓・肺移植術の提供実績のある米国の急性期病院において、胸部外科（心臓・肺）手術患者を
対象とした摂食嚥下障害に関する実践・医療体制等を視察した。その結果、特に肺移植患者に対
する誤嚥は、移植肺へのダメージに直接影響することから、患者の全身状態のモニタリングとと
もに、病院基準にそった術前、術後の摂食嚥下のリスク評価、ならびに誤嚥予防が行われていた。
また、手術カンファレンスには、医師や上級看護師であるNP（Nurse Practitioner）をはじめ
とする多職種が参加し、円滑なチーム医療体制が整備されていた。いくつかの要因が関わること
から調査の関連内容を整理するのにやや時間を要した。 
重症患者（循環器系疾患患者）を対象とした摂食嚥下機能に応じたプログラム作成とその効果
検証のために用いる調査項目を抽出するための有用な英語論文は、散見される程度であった。こ
れまでの検索分に加え、アップデートした分を含めても網羅した情報を得るのに十分とはいえ
ない。収集論文を検討するとともに、有識者の意見を収集し、効果効率的な調査のためのデザイ
ンを練った。作業を進める中、本プロジェクトでは、開胸術や心不全等といった循環器疾患に罹
患した入院患者を対象とすることとなった。これらの疾患の罹患患者に対する研究は先駆的試
みである。これらのことから臨床的に意義のある研究デザイン構築のために臨床的な知見を有
する医療職への聴取や参考となる論文をさらに広く把握する必要性があり、研究デザインの検
討に時間を要している。本プロジェクトで遂行予定の臨床実践プログラム作成の方向性につい
て、継続的に検討を進めてきている。第一段階のプレ調査（後ろ向き調査）については、データ
を見直すとともに介入調査を進めるために、循環器系（外科、内科）、呼吸機能、嚥下機能、な
らびに帰結評価の項目選定を臨床的観点からも行ってきた。 
日本において心不全入院患者を対象とした論文が散見されるようになってきているが、臨床
的に意義のある研究デザイン構築のために参考となる論文は殆どないことから、研究デザイン
の検討に時間を要している。本プロジェクトで遂行予定の臨床実践プログラム作成の方向性に
ついてはおおむね決まったところであり、さらなる細部の調整を進めている。第一段階のプレ
調査（後ろ向き調査）について共同研究者から意見を求めるとともに、今後の新たな介入調
査のためのアイディアが出されつつあり、循環器系（胸部外科（移植を含む）、内科）の患
者を対象とした帰結評価のための項目選定を進めた。有識者の意見を集約するとともに、病
棟で看護ケアを展開している看護師の摂食嚥下障害に関する知識や技術を自己評価するツ
ール開発を行い、看護師の能力向上のための基盤づくりの一部を進めた。多職種による展開
が必要となるプログラムであることから、段階的に必要な作業を進めた。 
本プロジェクトのテーマは、世界的にも先駆的試みであることから、論文や有識者の見解
が明確にできないことも多数あり、新たに調査を行う必要性や研究デザインの精選に時間
を要している。具体的に調査を依頼する機関選定などの検討を行っているが、世界的な感染
症によりフィールドワークに制限がかかっていることから、進行が遅れている。現在の一般
病院における摂食嚥下障害看護認定看護師の現状や高度実践看護師などを整理するととも
に、文献レビューの結果について公表をする準備を進めている。さらに、今後、臨床におけ
る有識者の意見（Expert Opinion）も踏まえながら、プログラム開発を完成させる必要性が
ある。米国への視察等によって循環器系疾患患者への医療体制を広く把握し、慎重に研究のデ
ザインを練ってきたかいもあり、概ね研究の骨格を形作り、具体的な調査に向けての準備を整え
ることができた。 
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Tamai T, Hara K, Nakagawa K, Namiki C, Yamaguchi K, Yoshimi K, Yanagida R, Hasegawa S, Nakane
A, Okumura T, Ishii M, Tohara H

22(9)
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.3390/ijerph19095333

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
At-Home Orthodontic Treatment for Severe Teeth Arch Malalignment and Severe Obstructive Sleep
Apnea Syndrome in a Child with Cerebral Palsy

Int. J. Environ. Res. Public Health 5333

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tamura A, Yamaguchi K, Yanagida R, Miyata R, Tohara H. 19(9)
 １．著者名

10.2186/jpr.JPR_D_21_00296

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Higher extracellular water/total body water ratio is associated with lower tongue and grip
strength: a cross-sectional study

J Prosthodont Res. 231-237

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yamaguchi K, Nakagawa K, Yoshimi K, Ariya C, Nakane A, Okumura T, Tohara H 67(2)
 １．著者名

10.3390/ijerph19138158

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Comparison of the Amount of Used and the Ease of Oral Care between Liquid and Gel-Type Oral
Moisturizers Used with an Oral Care Simulators

Int J Environ Res Public Health. 8158

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Suzuki H, Furuya J, Matsubara C, Aoyagi M, Shirobe M, Sato Y, Tohara H, Minakuchi S 19(13)
 １．著者名

10.1155/2022/6193818

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Oral Management by a Full-Time Resident Dentist in the Hospital Ward Reduces the Incidence of
Pneumonia in Patients with Acute Stroke

International Journal of Dentistry 1-9

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ozaki K, Teranaka S, Tohara H, Minakuchi S, Komatsumoto S. 2022
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1007/s00455-022-10431-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Cross-Sectional Area of the Middle and Base of the Tongue is Associated with Swallowing-
Related Muscle Strength

Dysphagia 1723-1731

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yamaguchi K, Nakagawa K, Yoshimi K, Ariya C, Nakane A, Okumura T, Tohara H 37
 １．著者名

10.3390/geriatrics7020037

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Factors affecting hospitalization and death of older patients who need long-term care -the
necessity of the support for dysphagia in home dental care-

Geriatrics (Basel) 37

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Wakasugi Y, Susa C, Murata S, Aida J, Sasaki J, Furuya J, Tohara H. 7(2)
 １．著者名

10.1007/s00520-022-06984-w

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Association between oral health and advisability of oral feeding in advanced cancer patients
receiving palliative care: a cross-sectional study

Support Care Cancer 5779-5788

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Furuya J, Suzuki H, Hidaka R, Matsubara C, Motomatsu Y, Kabasawa Y, Tohara H, Sato Y, Miyake S,
Minakuchi S

30(7)
 １．著者名

10.1159/000522499

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Time Spent Away from Bed to Maintain Swallowing Function in Older Adults

Gerontology 37-46

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ishii M, Nakagawa K, Yoshimi K, Okumura T, Hasegawa S, Yamaguchi K, Nakane A, Tamai T, Nagasawa
Y, Yoshizawa A, Tohara H

69(1)
 １．著者名



2022年

2022年

〔学会発表〕　計74件（うち招待講演　22件／うち国際学会　6件）

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第23回日本認知症ケア学会大会（WEB開催）（招待講演）

CareTEX 札幌’22　専門セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山田律子

山田律子

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

教育講演「摂食嚥下障害のある認知症の人の｢食べる喜び｣を支えるケア」

専門セミナー「認知症高齢者の食べる喜びを支えるために」

10.1159/000521392

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Jaw-Opening Force as a Useful Index for Dysphagia

A Cross-Sectional and Multi-Institutional Study.Gerontology 1258-1265

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yanagida R, Hara K, Iida T, Tohara T, Tamada Y, Minakuchi S, Namiki C, Okumura T, Tohara H 68(11)
 １．著者名

10.3390/diagnostics12020264

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Comparison of Tongue Characteristics Classified According to Ultrasonographic Features Using a
K-Means Clustering Algorithm

Diagnostics 264

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ariya Chantaramanee, Nakagawa K, Yoshimi K, Nakane A, Yamaguchi K, Tohara H. 12(2)
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高齢者総合福祉施設サン・グレイス　職員研修会（招待講演）

クロレラ・機能性植物研究会　第４回研究集会（招待講演）

日本エンドオブライフケア学会　第5 回学術集会(ハイブリッド開催)（招待講演）

北海道認知症ケア研究会主催　令和４年度　第７回研修会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山田律子

山田律子

山田律子

山田律子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

「摂食嚥下障害のある認知症の人への食事ケア　～ 脳機能を踏まえて ～」

「認知症高齢者の食事ケア　食べる喜びを支えるために」

 １．発表者名

市民公開講座「美味しく食べて、活き活きと暮らし続けるために～加齢変化や認知症による影響を踏まえた食生活の工夫～」

教育講演「認知症高齢者のエンドオブライフケアにおける環境の支援と調整」



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

回復期リハビリテーション病棟協会　2022年度回復期リハビリテーション看護師認定コース　第15期（招待講演）

the 25th East Asia Forum of Nursing Scholars (EAFONS)  Conference（国際学会）

第58回日本移植学会総会

第28回日本摂食嚥下リハビリテーション学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

山田律子

Ritsuko Yamada,  Fumie Murai, Yuko Yamamoto, Kayoko Ishimura, Aya Ishihara, Akiko Suzuki

佐々木康之輔, 豊田吉哉, 小野稔, 千葉由美

千葉由美

 ４．発表年

「高齢者の理解」(認知症高齢者の食支援を含む)

Factors affecting career continuity intentions among assistant professors of nursing in Japan

心臓移植患者に対する看護支援の学術的調査の動向

肺移植における誤嚥に関する文献検討

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2022年

2022年

2020年

2020年

 ２．発表標題

日本エンドオブライフケア学会第5回学術集会（招待講演）

日本老年看護学会第25回学術集会（Web開催）

第16回日本クリティカルケア看護学会（Web開催）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第28回日本摂食嚥下リハビリテーション学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

千葉由美

第28回日本摂食嚥下リハビリテーション学会交流集会「他職種に知ってもらいたい看護力 ～その人らしい生活を支援するために看護師が
できること～ ：高度看護実践者としての役割を目指して」

日本エンドオブライフケア学会第5回学術集会シンポジウム４「最期まで口から食べるを支援するcomfort feedingの実践」

高齢患者の心臓移植医療に関する文献検討

補助人工心臓（VAD）の装着患者に対する看護に関する文献レビュー

千葉由美

千葉由美

千葉由美



2020年

2020年

2020年

2019年

第56回日本移植学会オンライン総会（Web開催）

第62回日本老年医学会学術集会（Web開催）

23rd EAFONS

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

千葉由美, Susan Thomas, Willian G. Moser, 柳田朗, 豊田吉哉

千葉由美

Mai Chiang, Ritsuko Yamada, et al.

Maki Shirobe, Yuki Ohara, Yutaka Watanabe, Keiko Motokawa, Ayako Edahiro, Hirohiko Hirano, Hisashi Kawai, Hunkyung Kim,
Kazushige Ihara, Yoshinori Fujiwara, Shuichi Obuchi.

2019 International Symposium on Dental Hygiene.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

Characteristics of Faculty Members Working at Nursing Universities in Japan: Supporting the Career Development of Nursing
Educators at the　Early Career Stage.

Factors Affecting Discontinuation of Regular Dental Visits in the Elderly.

看護学部生の米国の大学附属病院における臨床体験からの学び

摂食嚥下障害を有する心疾患患者の身体･臨床的指標の特徴

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress.

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress.

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress

Yuki Ohara, Maki Shirobe, Ayako Edahiro, Keiko Motokawa, Hirohiko Hirano, Hisashi Kawai, Hunkyung Kim, Kazushige Ihara,
Yoshinori Fujiwara,  Shuichi Obuchi, Yutaka Watanabe.

Keiko Motokawa, Yuki Ohara, Maki Shirobe, Ayako Edahiro, Masanori Iwasaki, Hirohiko Hirano, Yutaka Watanabe.

 ３．学会等名
2019 International Symposium on Dental Hygiene

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Associated factors of poor oral health related to quality of life among the community-dwelling older Japanese population.

Qualitative research on nutrition improvement measures at adult daycare facilities in Japan.

Investigation of masticatory performance-related factors associated with mixing ability and shearing ability in a community-
dwelling older population.

Dealing with deterioration of oral frailty in dental clinics ―a randomized comparative control study―.

 １．発表者名

 １．発表者名

Yoshihiro Kugimiya, Yutaka Watanabe, Yuki Ohara, Kentaro Igarashi, Daichi Hoshino, Keiko Motokawa, Ayako Edahiro, Takayuki
Ueda, Tomofumi Takano, Kaoru Sakurai, Yu Taniguchi, Akihiko Kitamura, Ikuo Nasu, Shoji Shinkai, Hirohiko Hirano.

Maki Shirobe, Takeshi Kikutani, Tetsuro Sato, Tomoki Tanaka, Katsushi Tamaki, Haruka Tohara, Kazuko Nakajo, Misa Nishimoto,
Hirohiko Hirano, Shouji Hironaka, Tatsuo Yamamoto, Yutaka Watanabe, Takuo Ishii, Shunsuke Minakuchi, and Katsuya Iijima.



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress

Kentaro Igarashi, Yutaka Watanabe, Yoshihiro Kugimiya, Hisashi Kawai, Keiko Motokawa, Masayasu Ito, Kazushige Ihara,
Yoshinori Fujiwara, Shuichi Obuchi, Hirohiko Hirano, Yasuhiko Kawai.

Hirohiko Hirano, Ayako Edahiro, Shuichi Awata, Tetsuo Itikawa, Yutaka Wanabe.

Hisashi Kawai, Shuichi Obuchi, Yutaka Watanabe, Hirohiko Hirano, Yoshinori Fujiwara, Kazushige Ihara, Hunkyung Kim,
Yoshiyuki Kobayash, Masaaki Mochimaru, Eiki Tsushima, Kozo Nakamura.

Masashi Yasunaga, Hisashi Kawai, Manami Ejiri, Takashi Kera, Yutaka Watanabe, Yoshinori Fujiwara, Hirohiko Hirano, Motonaga
Kojima, Harumi Nakada, Shuichi Obuchi.

 ３．学会等名

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress

11th International of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Prevalence of oral hypofunction in Japanese community-dwelling elderly in an urban area.

The statement of position for dental care and the dental treatment guideline for the elderly peoples with dementia.

Association between frailty and daily living walking speed measured by smartphones with built-in global positioning system
(GPS).

Effect of frequency of participating in the region activity on subjective well-being: 3-years prospective study of urban
Japanese older adults.

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

GSA 2019 Annual Scientific Meeting

第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会

第39回日本看護科学学会学術集会

Yumi Chiba, Ashly Johnson Whiting, Janet Wong, Alyse Voulo, Norihisa Shigemura, Gengo Sunagawa, Yoshiya Toyoda.

Yumi Chiba

Misa Nishimoto, Tomoki Tanaka, Yutaka Watanabe, Hirohiko Hirano, Takeshi Kikutani, Tetsuro Sato, Kazuko Nakajo, Katsuya
Iijima.

Misa Nishimoto, Tomoki Tanaka, Yutaka Watanabe, Hirohiko Hirano, Takeshi Kikutani, Tetsuro Sato, Kazuko Nakajo, Katsuya
Iijima.

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

A System for Dysphagia to Lung Transplant Patients at Temple University Hospital in the USA.

Characteristics of Physical Change related to Myocardial Infarction in Mice.

Oral frailty is associated with deterioration of both oral health behaviors.

Oral Frailty Is Associated With Multifaceted Frailty in Elderly Outpatients at Community Dental Clinics.

 １．発表者名

 １．発表者名

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress.



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第15回日本移植･再生医療看護学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回日本摂食嚥下障害看護研究会関東支部研究会

千葉由美

千葉由美, 池亀俊美, 細田徹

中村郁海, 千葉由美

篠崎澪, 千葉由美

第15回日本移植･再生医療看護学会

第15回日本移植･再生医療看護学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

"食べる"を取り巻く現任教育の在り方

慢性虚血性心不全患者への幹細胞移植治療に対する思いの検討

食餌中のn-3/n-6系脂肪酸の含有量の違いによる癒着への影響－動物モデルマウスを用いた実験より－

n-3/n-6系脂肪酸含有量の異なる食餌別に見た心筋梗塞後の心機能の経時的変化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第55回日本移植学会総会

第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会

第64回日本口腔外科学会総会・学術大会

千葉由美

大橋伸英，陳　雪霏，柳田　健，竹田　敦，光藤健司

大橋伸英，中鍛治里奈，林　雄一郎，飯田昌樹，岩井俊憲，小栗千里，來生　知，光藤健司

小栗千里，杉山聡美, 林　雄一郎, 大橋伸英, 馬場隼一，大屋貴志，飯田昌樹，岩井俊憲，小泉敏之，來生　知, 光藤健司

第43回日本頭頸部癌学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

看護学部生を対象とした海外研修における移植医療の体験報告

嚥下障害を呈した抗SRP抗体陽性壊死性筋症の一例．
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